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S型エンジンの組立ライン

G型自動織機創業期の本社事務所

フォークリフトの組立ライン（1958年ごろ）

BT Industries ABの
ウェアハウス用機器

YST全景

TIEM全景 MACIのラインオフ式

多くの研究と試験を経て豊田佐吉が発明・完成させたG型自動織機を生産
するため、1926年に（株）豊田自動織機製作所〈現 （株）豊田自動織機〉が設
立されました。その後「研究と創造」の精神を受け継ぎ、国産紡績機械と国産
自動車の開発・生産に取り組み始めました。

1953年には、エンジンの生産および自動車組立を開始、1956年にはフォーク
リフトの生産を開始するなど、事業の多角化に着手しました。さらにカーエア
コン用コンプレッサーの生産を1960年に開始。その後も研究開発を進め
新規事業を育成し、将来の発展への礎を築きました。

1926年  ●（株）豊田自動織機製作所を設立
1935年  ● 大衆乗用車A1型の試作車完成
1937年  ● 自動車部を分離し、トヨタ自動車工業（株）〈現 トヨタ自動車（株）〉

を設立
1940年  ● 製鋼部を分離し、豊田製鋼（株）〈現 愛知製鋼（株）〉を設立

1953年  ● S型エンジンの生産開始
　　　    ● 自動車の組立開始
1956年  ● フォークリフトの生産開始
1960年  ● カーエアコン用コンプレッサーの生産開始
1967年  ● 小型商用車生産のために長草工場操業開始
1970年  ● 産業車両生産のために高浜工場操業開始
1982年  ● エンジン生産のために碧南工場操業開始
1986年  ● 1986年度デミング賞実施賞受賞

1926～［ 創業期 ］

1953～［ 事業の多角化と規模拡大 ］

豊田自動織機の発展の歩み

豊田自動織機は、創業以来90年にわたって、常に研究と創造に努め、事業の成長を続けてきました。
今後もお客様のニーズにお応えする商品とサービスの提供に力を注ぎ、
世界中の人々のお役に立つよう努めていきます。

当社のコア事業に成長した産業車両を中心に、戦略的M&Aも活用し
たバリューチェーンの拡大や海外展開を進めることで、事業のさらな
る強化をはかっています。

2000年  ● スウェーデンのウェアハウス用機器メーカー BT Industries AB
〈現 Toyota Material Handling Manufacturing Sweden 
AB〉を子会社化

2001年  ●トヨタ自動車（株）から産業車両販売部門を譲受
2004年  ● 米国ジョージア州に、カーエアコン用コンプレッサー生産のた

め、TD Automotive Compressor Georgia, LLC（TACG）を設立
2005年  ● 中国江蘇省昆山市に、カーエアコン用コンプレッサー生産のた

め、豊田工業電装空調圧縮機（昆山）有限公司（TACK）を設立
2011年  ● インドネシアに、カーエアコン用コンプレッサー生産のため、P. T. 

TD Automotive Compressor Indonesia（TACI）を設立
2012年  ● スイスの糸品質検査機器メーカー Uster Technologies AG

（ウースター社）を子会社化
　　　　 ● 中国山東省烟台市に、カーエアコン用コンプレッサー生産

のため、烟台首鋼豊田工業空調圧縮機有限公司（YST）を設立
2013年  ● 米国の産業車両用アタッチメントメーカー Cascade 

Corporation（カスケード社）を子会社化
　　　　 ● ブラジルのToyota Material Handling Mercosur Indústria 

e Comércio de Equipamentos Ltda（TMHM）がフォー
クリフトの生産開始

2015年  ● 台湾のTailift Co., Ltd.（タイリフト社）のフォークリフト事
業を取得し、子会社化

　　　　 ●トヨタ自動車（株）の米国販売金融子会社の産業車両事業
を取得し、子会社化

　　　    ● 事業の「集中と選択」の一環として（株）アサヒセキュリティお
よび（株）ワンビシアーカイブズの全株式を売却

2000～［ 戦略的M&Aも活用した事業強化 ］

北米でフォークリフト需要が拡大するなか、貿易摩擦や為替による影
響などを考慮し、1988年に米国インディアナ州にフォークリフトの生
産会社を設立しました。その後カーエアコン用コンプレッサー、鋳造部
品、繊維機械の各事業においても海外生産に着手し、当社はグローバ
ル企業へと飛躍していきました。

1988年  ● 米国インディアナ州に、フォークリフト生産のため、Toyota 
Industrial Equipment Mfg., Inc.（TIEM）を設立

1989年  ● 米国ミシガン州に、カーエアコン用コンプレッサー生産のた
め、Michigan Automotive Compressor, Inc.（MACI）を設立

1994年  ● 中国江蘇省昆山市に、鋳造部品生産のため、豊田工業（昆
山）有限公司（TIK）を設立

1995年  ● フランスに、フォークリフト生産のため、Toyota Industrial 
Equipment, S.A.（TIESA）〈現 Toyota Material Handling 
Manufacturing France SAS〉を設立

● インドに、繊維機械生産のため、キルロスカグループとの
合弁により、Kirloskar Toyoda Textile Machinery Pvt. 
Ltd.（KTTM）を設立

1998年  ●ドイツに、カーエアコン用コンプレッサー生産のため、TD 
Deutsche Klimakompressor GmbH（TDDK）を設立

1988～［ グローバル企業への飛躍 ］
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